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作業分担を明確化
　11 月４日、長島町役場指江庁舎 2 階大ホールで、作

業分担を明確にし、お互いが協力しながら経営に取り組

む、農業家族経営協定調印式が行われました。

　今回調印したのは、浦底集落の浦底初男さん、悦子さ

ん、孝行さん一家、潟集落の吉川秀記さん、妻の絹代さ

ん夫妻、伊唐集落の丸橋松志さん、喜保子さん夫妻の 3

組です。

　この日は、川添健町長、山口正成農業委員会会長の立

ち会いのもと、家族経営協定書へ調印し、それぞれ今後

の抱負を述べ、決意を新たにしました。

　今回、協定した浦底さん一家は、繁殖牛 70 頭を主体

に水稲との複合経営をされ、次男の孝行さんが農業大学

を卒業と同時に後継者として農業経営に参入することと

なったため協定を結びました。

　吉川さん夫妻は、長年ゴチ網漁などの漁業者でしたが

昨年の３月から漁業を休止。20 年程前から少しづつバ

レイショやさつまいもなど露地栽培を始め、今後の農業

展開の方向として家計と農業経営の分離を図ろうと調印

しました。

　丸橋さん夫妻は、伊唐島で農地集積などにより経営規

模を拡大し、バレイショやさつまいもなど露地栽培を主

体に農業経営に取り組み、今後もお互いの役割を明確化

するとともに安心安全な農産物の生産に努めようと協定

を結びました。

［農業家族経営協定調印式］

↑浦底集落の浦底初男さん、悦子さん、
孝行さん一家（前列３人）

↑潟集落の吉川秀記さん、妻の絹代さん
夫妻（前列２人）

↑ 伊 唐 集 落 の 丸 橋 松
志 さ ん、 喜 保 子 さ ん
夫妻

長
島
ヒ
ジ
キ
よ
み
が
え
れ

第
９
回
水
産
業
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

本
町
の
水
産
業
を
ま
す
ま
す
発

展
さ
せ
よ
う
と
、
第
９
回
水
産
業

振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
11

日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
1
年
お

き
に
開
か
れ
、
こ
の
日
は
県
内
外

の
漁
業
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
に
長
島
本
島
西
海

岸
側
の
磯
焼
け
に
よ
り
激
減
し
た

ヒ
ジ
キ
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
ヒ
ジ

キ
養
殖
を
テ
ー
マ
に
、
養
殖
方
法

や
種
苗
生
産
に
関
す
る
報
告
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
関
係
者
ら
は
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
水
産
種
苗
セ
ン

タ
ー
職
員
の
林
英
里
佳
さ
ん
が
、

２
０
０
７
年
か
ら
獅
子
島
で
行
っ

て
い
る
試
験
養
殖
に
つ
い
て
話

し
、
使
用
済
み
の
消
防
ホ
ー
ス
を

種
苗
生
産
に
利
用
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
先
進
地
・
大
分
県

の
担
当
者
か
ら
は
、
開
発
し
た
２

種
類
の
養
殖
方
法
、
鹿
児
島
県
の

担
当
者
か
ら
は
、
種
苗
量
産
技
術

の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
試
験
養
殖
に

取
り
組
む
獅
子
島
の
漁
業
者
か
ら

の
質
問
や
活
発
な
意
見
な
ど
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

↑
ヒ
ジ
キ
養
殖
の
発
表
に

耳
を
傾
け
る
関
係
者
ら

10Nagashima town Public Relations


